
Tす;?z新竹・塞中雨州烈震の P波
初動の定量的研究

本多弘吉、三浦武'illI.

1. 昭和 10年 4月 21日7時 2分頃蓋湾新竹・塞中雨州、|下に莫大な被害

を生じた烈震は，共の震源の深さは極めて浅く F 顕著な断層が現れた。此の地

震の p.波初動分布は多ーくの破壊的地震に於ける様に，地表で 4象限に分れる

型式に属ずるものであった。叉地震後三角及び水準測量が施行され奮測量と比

較した結果も護表されてゐるO 本報文で筆者等は此等の結果に基いて本地震の

を芝震機構を調ぺy 且つ P波初動分布を定量的に調査し，嘗て筆者等の一人が行

った浅設地震波動の定量的研究のー補遺としゃう O

2‘「新竹・塞中刷、|烈震報告jlk依ると此り地震の震夫は東経 120049'，北
緯 24021'でF 塞中市の北々東約 30粁心地黙に営るO 震源の深さは極めて浅く

精々十数粁以内と推定され，震央に於ける議震時は 7時 1分 57.5秒と求め

られてゐる。
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震距央離
P 波 干a 動

方位 A ぷiム2
観測所 2cp 
skm α N E Z A sin 2cp 

cm3 

-6，00μ 0 
μ μ 
+ 9，250 μ +19，70μ 0 

12 

塞中 26 - 1490 280 -4，000 + 5，800 6.25x 10 

阿旦1山 93 - 179 88 - 100 + ら+ 300 + 316 + 316 2.73 

花蓮港 92 十 117 36 + 150 - 450 - 110 -487 一 828 4.12 

墓北 105 十 42 6 十 3十 31 -t 111 + 11.R 十 113 0.13 

蓋東 181 + 169 68 一 36 十 231 + 771 + 88.1 + 95.0 2.89 

f宜梓 261 - 179 88 30 十 10 十 131 + 34.2 + 34.2 2.33 

石ill烏 340 + 90 90 + 2ー 48ー 191 -' 51.7 - 51.7 5.98 

那 ~Jl 718 + 72 54 + 11 - 141 _. .5 - 14.9 - 18.4 7;68 

て4象限に分れ，北及び南の二象限で、は初動は所謂密波で，他の東及び西ο二

象限では疎波となってゐる O 今仮に此等節線の走向を夫々 N45
0

E及び之に直

角友 N45
0

VVとする。 P波初動の水平成分と上下成分の合成仙:を A としi初動

が年寄波の時はAは正，疎波の時は負とずる O 震夫距離をム，時針!古]きに測った

観測所の震央に封ずる方位角を叫或る観測所に就いて夫に最も;互い節線との

角距離を?とする O 浅設地震の賓1W陛びに理論的研究結果を参照して

刊すin2 (出_450)， C は常数
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の聞に直線的の関係、の成

立する事が明かに認められ

るO 最小自乗法に依り n及

び、 Cは n=2.0o，C=590x 玉0・

101~ (cm:l) と求められる O

此庭に得た n二 2.似たる

値は故中野1叫ら理論的に

得られた ω=2K極めて近

い。よって今仮に 4ν=

5.90 x 1012 sin 2 (α-4~JO)cma 
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と3なき，第3[量!の横車I~~亡 αy ー〉 α

縦軸に A ム2 を取ると F 少くも大韓の傾向は賓測結果と一致する事が*lJる。 ~pち

P波初動の大いさは嘗て筆者等の一人が示した謀長，震央に封ずる観測所の方

位に就ては si1121pに従って髪、化し，震央距離に就ては距離の自乗に逆比例し

て愛化ずる事が確められた諜であるO

4. 断層及び地形箆動 貴地踏査Jつ結果に依ると蓋中汁!神間庄，内埼庄等を

過ぎ東北東一ー西南西の向きに延長十数粁の顕著な断層が現れF 共の北側は南側

に封して東北東向きに移動し日フ概して沈下してゐるO 内f市庄奮祉では水干の

喰違は約 1.2米p 上下の喰速は O，Ci米に及んだ。之とは可たり距って新竹升IJHlji ・

1草庄東方山中から南庄の大南埼に向ふ北々東一南々西の延長十数粁の断層があ

り，共の東側は西側に劃して1.5米乃至2米徐沈下してゐる O 之等二つの顕著

な断層の中間にも数僚の小断層や亀裂，陥淡等が多数認められる。結局可たり

の雁行性を示し乍らも杢鵠としては北東一南西走向の大断層が考へられp 前節

に於て得た P波節線のーっと大館一致するものと看-倣される O

震災地附近の地形愛動に就ては地震研究所の委托に依り昭和10年10""'12月

陸地測量部に依り三角測量が施行され，老笥山と李東山の二黙を不動と仮定し

て大正6年の奮測量:と比較設表されたものがあるO 之に依ると第4固に示す様

に断層線の南東側地盤は大鰻西方に，北西側地盤は東方に移動した傾向を示し

てゐるO 昭和2年の北丹後烈震や昭和5年の北伊豆烈震に於ける場合程明瞭で
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断層

は友いがy 震央附近に於ける地形愛動は断層の雨側の地盤の喰遠から認められ

る移動方向や，叉 P波初動分布から推定されるものと大鰭同じ傾向を示すも

のとも考へられるO

(昭和 11年 12月 中央気象蓋にて〉
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